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研究成果の概要（和文）：本研究対象河川に 200 基あまりのダムを認め，総流路延長距離に占め

るダム密度が高い河川ではオショロコマの生息密度が低くなる傾向が認められた．ダム密度と

盛夏季の最高水温の間に正の相関が認められたことから，ダムの設置が河川水温の上昇を引き

起こし，オショロコマの温度生息域を縮小させた可能性がある．また，盛夏季に水温 22℃を越

える日数は，ダム密度の高い河川で低い河川よりも多く，1999-2001 年期よりも 2006-2008 年

期で多かった． 

 

研究成果の概要（英文）：Presence of approximately 200 dams was confirmed in the study 

streams and Dolly Varden density was lower in high dam-density streams.  Because dam 

density was positively correlated with maximum summer water temperatures, construction 

of dams caused stream temperature increase and possibly shrunk the thermal habitat of 

the fish.  Also, number of days exceeding water temperature of 22℃ was greater in the 

high dam-density streams compared to the low-dam density ones.  
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１．研究開始当初の背景 

知床半島は，その原生的な自然環境が良く

保存されていることが注目され，2005 年に世

界自然遺産として登録された．しかしながら，

本地域の河川群においては数多くの砂防ダ

ム・治山ダムが 1960 年代以降に建設され，

これら人為的な環境改変が魚類に及ぼす影

響がこれまでに指摘されてきた．中でも，半

島の諸河川に優占種として生息するイワナ

属オショロコマは，ダムの設置による移動阻
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害のみならず，夏季の水温上昇によって生息

可能水域が縮小している可能性がある． 

 

２． 研究の目的 

本研究では，長期目標として，オショロコ

マ個体群を長期モニタリングすることによ

り，局所的（ダム）および広域的（温暖化）

環境攪乱が本種に及ぼす影響を明らかにし，

保全に資することとした．単・中期の目標と

しては，知床半島の東西両岸の 37 河川を対

象として，半島両岸の河川群でオショロコマ

個体数密度の定量化，1999-2000 年期と

2007-2008 年期の比較，さらに各河川の夏季

水温観測結果とオショロコマ個体数密度と

の関係について検討，また，ダム群の存在が

オショロコマの個体数密度に及ぼす影響を

評価することとした． 

 

３．研究の方法 

調査は，1999-2001 年，2006 年-2008 年に

かけて，知床半島の西岸 15 河川，東岸 22 河

川で行った（図 1）．砂防ダム及び治山ダムの

所在と基数を 2 万 5千分の 1 地形図（国土地

理院），森林施工管理図（林野庁）及び北海

道開発庁（現国土交通省）発行のダム管理図

をもとに推定した．これらに加えて，ダムの

リスト（桑原ら 2005）も参考にした． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．知床半島の調査河川． 

 

自動水温記録計により全調査河川で水温

を計測した．魚類の個体数密度は，各調査河

川に 25-50m 長の調査区（100 ㎡以上）を 3区

間設け，電気ショッカーを用いて 3 パスある

いは 1パス除去にて行った（図 2）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2．電気ショッカー等を用いて魚類を採

捕する． 

 

再捕した魚類は，尾叉長と湿重量を計測し，

採集地点に放逐した．各調査区間で川幅，水

深，河床材料，河畔林カバー，流速及び流量

を計測した． 

 

４．研究成果 

 知床半島では，1980 年代より気温の上昇が

認められ（図 3），これに伴い，諸河川の水温

も上昇していることが推定される．特に，8

月の最高気温は，半島の東西両岸で 1980 年

代より現在までに 4－5℃程度の顕著な上昇

傾向が認められる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3．知床半島（ウトロ）における気温変

化． 

 

オショロコマは水温 16℃以上で採餌活性

が低下し，22℃以上で死亡する個体があるこ

とが実験条件下で明らかにされている
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（Takami et al. 1997）．したがって，夏季

の水温が 22℃を超える河川では本種に対す

る温度ストレスは甚大になるものと考えら

れる． 

研究の結果，37 河川において 2007－2010

期間に総計約 9800 尾のオショロコマが採捕

された（図 4）．現在，解析途中ではあるが，

各河川において 4年間を通じた明瞭な水温変

動パタンは認められず，これに対するオショ

ロコマ密度の反応も認められなかった．  

しかし，全体として，各河川の上流側に治

山・砂防ダム数が多いほど，調査サイトにお

ける盛夏季（8 月）の日平均水温が統計的に

有意に高くなる傾向が認められた（図 5）．ま

た，盛夏季にオショロコマの温度障壁と考え

られる水温 22℃を越える日数は，ダム密度の

高い河川で，低い河川よりも多かった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4．採捕されたオショロコマ． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5．調査サイトより上流に存在するダム

数(横軸)と盛夏季（8月の日平均）の水温の

関係． 

 

さらに，低ダム密度群と高ダム密度群間で

オショロコマ密度を解析したところ，前者で

オショロコマの密度は統計的に有意に大き

かった（図 6）．以上の結果より，知床半島の

諸河川に設置されている砂防・治山ダム群が

河川水温の上昇を引き起こし，オショロコマ

の温度生息域を縮小させた可能性があるも

のと考えられる．一方，河川水温の上昇がダ

ム群によるものか，地球温暖化によるものか

については，十分に峻別ができなかった．ま

た，オショロコマ密度の変動要因として，ダ

ムの設置による物理的な移動制限に起因す

る遺伝的多様性の低下も考えられる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6．流程上に存在するダム密度とオショ

ロコマ密度の関係 

 

オショロコマは，絶滅危惧種シマフクロウ

の餌として利用されるなど，知床の生態系に

おいて重要な存在であることから，今後，ダ

ムの撤去やスリット化を一層進める上でも

本種の温度生息域の保全が欠かせないもの

と考えられる． 
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